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審   査   の   要   旨 
 本論文は、これまで実験室レベルの解析を元に行われていた実水圏環境の生物個体群密度の変化予測
について、現場測定データを最大限活用し、様々な生物個体群を含む生物群集構造の変化について新し
いモデルを構築し、過去のデータとの整合性検証ならびに将来の変化予測を行ったものである。 
 著者は、安達太良山から流入する酸性水の影響により湖水pHが近年大きく変化している福島県猪苗代
湖を対象に、まず、この湖水pH変化の原因をこれまでの観測データおよび現地調査から解明した。次に、
pH変動に伴う猪苗代湖内の生物群集（植物プランクトン）の変化についてCCAおよびOMI分析を用いて
重要な環境因子の抽出および抽出した因子の状況に応じて植物プランクトン個体群が大きく4つのtype
に分類できることを明らかにした。また、上述した解析を元に、猪苗代湖の湖水pHが今後変化した場合
の湖内植物プランクトン群集構造の変化予測モデルを構築し、過去の測定データも含めた過去・未来検
証を行い、新しく構築したモデルが適合可能であることを明らかにした。この一連の新モデル作成手法
は従来のモデル作成手法と大きく異なる新規でより適合度の高い手法の提案であり極めて重要な知見
といえ、今後の発展が期待される成果である。 
 平成27年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の
確認を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
